
定員

※お申込み方法は裏面をご覧ください

農村 RMO 形成に取り組まれている � 団体より事例発表を行った後、アドバイ

ザーや関係府省を含めたディスカッションを行います。

THEME

高齢化や人口減少による集落機能の低下が進行する中、地域コミュニ

ティの維持に向けた農村型地域運営組織（農村 RMO）の形成が注目

されています。

農村 RMO の形成推進に向けて、アドバイザーの助言のもと、関係府省、

関係機関とも連携しながら、その課題と対応について検討し、農村

RMO の発展過程、推進体制の具体化を進めることを目的とし、農村

RMO 推進研究会を開催いたします。

開催のご案内
GUIDANCE

令和 5 年度　
第 2回農村 RMO 推進研究会

農村 RMO における各府省
施策の活用について（事例解剖）

開催方式

開催日時

オンライン方式 Zoom 13:15 より入室可能

1.10（水）

令和 6年 13：30 ~ 16：30

参加費

無料

プログラム
PROGRAM

開会

01
13:50 ~ 14:10  

13:40 ~ 13:50  

加子母地区（岐阜県中津川市）
加子母むらづくり協議会

東海大学文理融合学部 教授　濱田 健司 氏　

東京大学大学院教育学研究科 教授　牧野 篤 氏

特定非営利活動法人 いわて地域づくり支援センター

常務理事　若菜 千穂 氏

関係府省（内閣府、総務省、文部科学省、厚生労働省、

国土交通省、農林水産省）

座長　明治大学農学部 教授　小田切 徳美 氏

事例発表３団体

02
14:10 ~ 14:30  

下山学区地区（愛知県岡崎市）
岡崎市下山学区地域づくり協議会

03
14:30 ~ 14:50 

15:00 ~ 16:20

16:20 ~ 16:25

13:30 ~ 13:40

16:25 ~ 16:30

東米良地区（宮崎県西都市）
東米良地区 ���� 年協議会

第 1 部　事例発表

第 2 部　ディスカッション

閉会

開会

講評　　

閉会

進行

パネラー

関係府省連携による取組からの事例紹介
農林水産省 農村振興局 農村政策部 地域振興課　



主催

お問い合わせはこちらまで ���-����-����TEL. MAIL.
農 村 RMO 形 成 伴 走 支 援 事 業 事 務 局（東 武 トップツアーズ内）

予 約 専 用 サ イ ト に 更 に 詳 し い 詳 細 が 掲 載 さ れ て い ま す の で ご 確 認 の 上、期 日 ま で に お 申 込 み く だ さ い。

担当. 大矢、遠藤（綾）、三吉
nouson-rmo＠tobutoptours.co.jp

東武トップツアーズ株式会社　農林水産省

下山学区地区（愛知県岡崎市）

岡崎市下山学区地域づくり協議会
加子母地区（岐阜県中津川市）

加子母むらづくり協議会
東米良地区（宮崎県西都市）

東米良地区����年協議会

お申込みは下記 WEB サイトからお願いいたします。

※お申込み時に「事前質問」を受け付けております。

事 前 質 問 受 付 は、12 月 24 日（日）ま で の た め お 早 め に お 申 し 込 み 下 さ い！

お申込み専用サイト https://nouson-rmo.jp/seminar/02.php

第 2回出席 アドバイザーのご紹介
ADVISOR

(金 まで)1.5 17 :00申込締切

事例発表団体のご紹介
INTRODUCTION

座長　明治大学農学部　教授

小田切 徳美 氏（おだぎり とくみ）

　東 京 大 学 助 教 授 を 経 て、���� 年 よ り 現 職。専
門は農政学・農村政策論、地域ガバナンス論。農
山村再生のあり方を、集落レベルから国政レベル
まで幅広く研究。
　農業問題研究学会代表幹事、総務省・過疎問題
懇談会座長、国土交通省・国土審議会計画部会委
員 等を兼任。

特定非営利活動法人　
いわて地域づくり支援センター　常務理事　

若菜 千穂 氏（わかな ちほ） 

　岩手大学連合農学研究科博士課程修了ののち、
北海道でコンサルとして働いた後、平成 �� 年よ
り現職。
　主 に 農 山 村 地 域 に お い て 住 民 主 体 の 地 域 づ く
りや地域運営組織形成を支援するほか、住民主体
の地域交通づくりも行う。専門は、農村計画、農
村交通計画。

東京大学大学院教育学研究科　教授

牧野 篤 氏（まきの あつし）

　名古屋大学教授を経て、���� 年より現職。
���� 年から �� 年、東京大学高齢社会総合研究
機構副機構長併任。中央教育審議会生涯学習分科
会委員、中央教育審議会社会教育人材部会部会長。
一般財団法人人生 ��� 年社会デザイン財団代表
理事。
　専門は社会教育学、生涯学習論。人が生活の営
みを続け、成長していくことに現れるさまざまな
事象を通して、社会のあり方を考え、人が幸せに
暮らすために何ができるのかを考えること、特に
コミュニティの自律と住民の学習とのかかわりに
関心がある。

東海大学文理融合学部　教授　

濱田 健司 氏（はまだ けんじ）

　農水省、厚労省、法務省を橋渡しするなど農福
連携の最前線で活躍。日本各地で講演し、農福連
携の先を見据え、新たな「里マチ」づくりへと結
びつく農福商工連携、農福＋α連携、農生業（の
うせいぎょう）の可能性を求めて奮闘中。
　公益社団法人日本調理師会顧問、一般社団法人
日本農福連携協会顧問、「農福連携等応援コンソー
シアム」有識者、「ノウフク・アワード」審査委員、

「農」の機能発揮支援アドバイザー等を兼任・歴任。


